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り
巻
き
（
四
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巻
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す
し
飯
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お
ぼ
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を
加
え
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桃
色
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飯
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す
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（
赤
梅

酢
は
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加
え
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り
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ま
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は
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り
あ
わ
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③
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す
し
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乗
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、
巻
き
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で
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っ
か
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と
巻
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巻
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の
り
巻
き
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に
切
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巻
き
す
に
1
枚
、
の
り
を
お

き
③
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分
に
し
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の
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巻
き
の
切
り
口
を
下
側
に

し
、
玉
子
焼
き
を
芯
に
し
、

四
角
に
巻
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※
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は
、
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ゅ
う
り
・
ご
ぼ
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漬
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・
か
に
か
ま
・
か
ん
ぴ
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う
な
ど
を
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と
違
っ
た
味
が

楽
し
め
ま
す
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・
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し
飯
は
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ご
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わ
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酢
を
全
体
に
よ
く
切
る
よ
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に
混
ぜ
て
か
ら
、
う
ち
わ
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あ
お
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作
り
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す
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赤
梅
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道
ば
た
の
草
の
名
即
座
に
言
え
ざ
り
し
わ
れ
は
そ
の
名
を
誦

そ
ら
ん

じ
つ
つ
ゆ
く

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
出
て
よ
り
バ
ス
ま
で
を
少
女
に
せ
が
ま
れ
絵
葉
書
を
買
う

立
岡
　
正
夫

勤
労
奉
仕
で
一
週
間
蚕
の
鑑
別
に
行
き
し
日
す
で
に
六
十
年
過
ぐ

靄
深
き
草
津
白
根
の
渋
峠
姿
乙
女
の
如
き
白
樺

瀬
下
　
一
江

し
た
た
か
に
又
涼
や
か
に
ゆ
れ
て
い
る
炎
暑
ま
昼
の
さ
る
す
べ
り
の
花

台
風
一
過
稲
穂
お
も
お
も
と
頭
垂
れ
米
余
る
と
も
豊
作
　
し

江
森
　
政
美

葦
生
い
て
し
づ
も
る
川
に
二
す
じ
の
澪み

よ

を
引
き
つ
つ
鴨
よ
ぎ
り
ゆ
く

心
貧
し
き
世
相
な
れ
ど
も
実
り
田
の
重
き
穂
見
れ
ば
心
和
め
り

奈
良
原
き
く
の

蚊
張
の
中
幼
子
寝
入
る
枕
辺
に
繕
い
物
す
る
父
の
幻

田
代
　
し
づ
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か
ほ
や
が
沼
』


